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  （宇佐美 洋)
『生活日本語』の学習をめぐって－文化・言語の違いを超えるために－ 
公開研究発表会報告
ディスカッションの場面
6 ｜ 国語研の窓35
言葉は時代とともに変化します。現代日本語の確
立期にあたるこの百年ほどの間にも大きく変化して
きました。
現代における適切な言葉づかいや今後の国語政策
のあり方を考えていくうえでも，現代語が確立して
きた過程を調査することは重要です。
｢コーパス」を利用する
言葉の変化を調べるためには，古い時代の資料か
ら用例を探し出してどのように使われていたかを見
ていく必要があります。そのために，以前は，多く
の本や雑誌をしらみつぶしに調査するようなたいへ
んな労力が必要でした。
しかし最近では，｢コーパス」とよばれる，コン
ピューターを使った大規模な言語資料が用いられる
ようになってきています。国立国語研究所では，｢太
陽コーパス」という現代日本語の確立期の資料を
作成し，2005年に刊行しました。これは，明治・大
正期に広く読まれた総合雑誌『太陽』の1895（明治
28）年から1925（大正14）年までの記事から，約
1250万字分を検索できるようにした日本語データベ
ースです。｢太陽コーパス」を利用すると，この時
代の言葉の変化の様子を比較的簡単に調査すること
ができます。
｢婦人」と「女性」
ここで，｢太陽コーパス」の利用例として，｢婦人｣
と「女性」という言葉について見てみたいと思いま
す。次のグラフは，それぞれの用例数を年ごとにま
とめたものです。
大正時代の終わりになって「女性」の使用が飛躍
的に延びたことがわかります。｢婦人」の用例数も
増えていますから,『太陽』の記事の中で“成年女
子”が取り上げられること自体が増えたことも影響
していると考えられます。
それ以前には「女性」はわずかしか使われていま
せんが，少ない用例の中には「にょしょう」と読む
ものが含まれています。｢にょしょう」が「じょせ
い」として定着するのは，明治の終わりから大正に
かけてだといわれています。
この後，｢女性」の方が「婦人」よりも多く使わ
れるようになって現代に至ります。現代語では「婦
人」は，｢婦人服」などの複合語や「婦人画報」の
ような固有名詞に残っていますが,“成年女子”を表
す言い方としてはあまり見かけなくなりました。
｢拉致」という言葉
今度は，｢拉致」という言葉を見てみたいと思い
ます。この言葉は，｢無理矢理連れて行く」という
意味で，今日広く使われています。しかし，それほ
ど昔から使われていた言葉ではなく，古い用例は多
くありません。
この言葉は，｢太陽コーパス」では13例使われて
いました。そのうち11例までは政治関連の記事
で，｢他の政党の議員を自分たちの政党に拉致
する」や，｢門戸を開いて政治家の資質のある人を
拉致する」などという文章の中で使われています｡
ほかには，｢天下の学者を皇帝のもとに拉致したので,
多くの優秀な人物でいっぱいだった」という例もあ
ります。(用例の原文の文語文を現代語訳しました｡)
こうした用例を見ると，どうやら当時は必ずしも
強制的なものではなく，｢連れてくる」｢招き入れる｣
といった意味だったようです。少なくとも，現代語
で見られる「誘拐する」というような意味合いはあ
りません。後の時代に「無理矢理」という意味が強
くなっていったものだと考えられます。なお，大正
ごろまでは読み方も「らっち」が普通だったようで
す。
このように，コーパスを利用することにより，珍
しい用例を集めて意味の変化を調査することも可能
になりました。
言語コーパス整備計画
国語研究所では「言語コーパス整備計画
KOTONOHA」を推進しています（｢太陽コーパス｣
もその一角に位置づけられています)。現在は大規
模な「現代書き言葉均衡コーパス」に取り組んでい
るところです。この計画が進めば，現代語の確立の
過程についても，用例に基づいた詳細かつ正確な調
査が容易に行えるようになるはずです。
 （小木曽 智信)
コラム 現代日本語の確立過程を調べる
このコーナーは国立国語研究所所員が書いた文章を発行元の許可を得て転載するものです。
『文化庁月報』平成19年10月号「言葉を見つめて」より転載（一部加筆)。
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戸籍に使うことができる文字は，法務省民事局長
通達によって決められています。具体的には，常用
漢字，人名用漢字，漢和辞典に載っている文字など
です。子どもが生まれると名前をつけますが，この
ときには常用漢字と人名用漢字の中から文字を選ば
なくてはなりません。わが子の名前にこの文字を使
いたいという希望は多くあって，昭和26（1951)
年以降，人名用漢字は徐々に増えてきました。平成
16（2004）年に488文字を人名用漢字に追加したの
は記憶に新しいことです。名づけに使える漢字は,
現在2,928文字です。
しかし，戸籍には，いわゆる下の名前だけでなく,
苗字や住所も記載されます。そのため，常用漢字と
人名用漢字の「名づけの漢字」だけでは足りません｡
例えば，｢椙」は苗字にも地名にも使われますが,
常用漢字でも人名用漢字でもありません。そこで,
そのような文字を扱うために，漢和辞典に載ってい
る文字ならば許容というルールができたのでしょう｡
そして，戸籍事務の世界では，漢和辞典に載ってい
ない文字は「誤字」として扱われます。
さて，明治以来，戸籍は紙の上に手書きやタイプ
ライターで記載してきました。しかし，この方法で
は，作成・修正・証明書発行に時間がかかり，事務
効率が悪いものでした。そこで，平成 6（1994）年
に戸籍法の一部を改正し，戸籍事務の電算化（コン
ピュータ処理）を可能にしました。事務処理のスピ
ード化と，窓口サービスの向上が目的です。
これを受けて，各地方自治体では，戸籍事務を電
算化するために，紙の戸籍をコンピュータに入力す
る作業が進められています。紙の戸籍では，行書や
草書，あるいは書き癖などで，漢和辞典とは異なる
字形，つまり戸籍事務の世界での「誤字」で記録さ
れていることが少なくありません。そこで，戸籍を
コンピュータに登録するに当たり，｢誤字」を改め
ることが行われています。｢誤字」を改める場合は,
自治体から本人に通知して同意を求めます。また,
書きかえられる「誤字」の例（図参照）をWebペー
ジに掲載し，住民に協力を求めている自治体もあり
ます。
 → 廣
 → 静
 → 滿
 図：書きかえられる「誤字」の例
名前の文字にはこだわりがあると言われています｡
けれども，コンピュータの時代だから仕方がないと,
文字の書きかえに応じた人のほうが，はるかに多数
を占めるようです。
（高田 智和)
戸籍の電算化と漢字
国立国語研究所は，昭和23年12月20日に発足しました。昭和
25年には第 1回公開講演会を日本医師会館講堂で開催しています。
巻頭の写真はそのときの案内ポスターです。当時の研究所は，庶
務部と 2研究部で組織され，国語の学力設定調査や婦人雑誌の語
彙調査が始まった頃です。各地の方言研究者を地方研究員とする
全国的な方言調査や福島県白河市，山形県鶴岡市での言語生活の
実態調査も行われています。また，昭和26年10月には国語研究所
監修の月刊雑誌『言語生活』が筑摩書房から創刊になりました。
  （普及広報担当グループ）
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お知らせ
2008 国立国語研究所c
新 刊
新「ことば」シリーズ21『私たちと敬語』
2008年 3月／ぎょうせい／A5判横組み128ページ／税込500円（ 3ページに紹介記事があります)
国立国語研究所ホームページ
で，広報紙「国語研の窓」の記
事や，｢ことば」フォーラムの配
布資料・当日記録・開催報告な
どを読めるようになりました。
｢国語研の窓」の各記事をweb
上で，また，PDF版をダウンロー
ドして読むことができます。
｢ことば」フォーラムのペ ジー
では，従来の開催案内に加え，
当日の配布資料と発表・ディス
カッション等の記録をPDFで読
むことができます。開催報告に
ついては，｢国語研の窓」のweb
ページでご覧になれます。
現在掲載しているのは一部で
すが，その他の号・回の資料は
準備が整い次第，順次掲載する
予定です。
国立国語研究所が立川市に移転して 3年が経過しました。移転当初は周囲に建物も少なく，少し寂しい環
境でしたが，現在では，新たに移転してきた機関もあり，周囲の環境も変わりつつあります。
↑自治大学校は国語研究所より
早く立川に移転しました。
自治大学校
（平成15年に移転･国語研屋上より撮影)
←国文学研究資料館の建物内
に，今後，統計数理研究所，
国立極地研究所（いずれも平
成21年移転予定）が入る予定
です。
建物の東側では，東京地家
裁立川支部（仮称）の工事が
始まりました。
まだ青いビニールシートに
覆われています。
｢国語研の窓」のもくじ
｢ことば」フォーラムのテーマ一覧
｢ことば」フォーラムの開催報告
開催案内，配布資料・当日記録
国文学研究資料館
(平成20年に移転･国語研屋上より撮影)
